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スピーキングの指導と評価の一体化に向けて

工藤　洋路

１．話す活動における「目的・場面・状況」の設定
　年度初めの最初の英語の授業で，よく行われるス
ピーキング活動として「自己紹介」がある．この自
己紹介は，新しいクラスになったばかりということ
で，クラスメイトのことを知ることが目的となって
いる場合が多い．一方で，新しいクラスとはいえ，
すでに知っているクラスメイトが多くいる場合，
「名前」「年齢」「所属している部活」などを伝え合
うことには違和感を覚える．英語の授業は，将来実
際に英語を使う場面を想定して，そのシミュレーシ
ョンを行う場と捉えると，すでにある程度お互いの
ことを知っている友人同士で，あたかも初めて会っ
たような自己紹介をするのは不自然である．そこで，
以下のように，自己紹介を行うことに適した場面を
複数設定して，実際にその場面であればどのような
自己紹介をするかを考えて，場面ごとに自己紹介を
行う活動を行ってはどうか．

場面１ 学校に来たばかりの ALTに昼休みに話
しかけられて，自己紹介をする場面

場面２ 海外の高校に短期留学をすることになり，
初日に現地の高校のクラスで自己紹介を
する場面

　同じ自己紹介でも，場面の設定や状況が変われば，
話す内容が変わる．場面２ではおそらく Iʼm from 
Japan. （あるいは I come from Japan.）と言うが，
場面１ではそれを言うのは不自然になる．このよう
に内容が変われば，使う単語や表現，そして文法事
項も変わる．このことに生徒自身が気が付くことは，
英語を学習する上で非常に重要になる．普段の学習
では，教科書が言語活動中心のものであっても，ま
ずは単語や文法を学習して，それからそれを使う活
動に取り組むという流れを想定している生徒は多い
だろう．言語材料を少しずつ積み上げていくことは

大切ではあるが，この「言語材料ファースト」の学
習は，実際の言語使用のプロセスとは異なる．実際
は，まず「伝えたいこと」があり，その内容を伝え
るのに最も適した単語や文法事項を，自分の言語材
料のレパートリーから選択して使うプロセスをたど
る．つまり「伝えたいことファースト」である．

〈普段の英語学習〉
① まずは単語や文法といった言語材料を学ぶ．
② その単語や文法を使う活動を行う．

〈実際の英語使用場面〉
① 伝えたいことがある．
②  その内容を伝えるのに適した単語や文法を選
んで使う．

　教室環境であっても，先述した複数の場面を設定
した自己紹介の活動例のように，実際の英語使用場
面のシミュレーションをすることで，「伝えたいこ
と→言語材料」というプロセスに導くことができる．
言い換えれば，コミュニケーションの「目的・場
面・状況」を設定した上で，スピーキング活動に取
り組むことが大切である．

２．「指導と評価の一体化」の在り方
　小・中・高等学校の現行の学習指導要領では，
「話すこと」は「話すこと（やり取り）」と「話すこ
と（発表）」という２つの領域として設定された．こ
の２つの領域は同じ話すことでも，必要な知識やス
キルが異なるため，片方に習熟すれば，もう片方も
自動的に習熟するということは考えにくい．スピー
チが得意な生徒が必ずしも，対話や会話が得意とい
うわけではないのは，英語の教師であれば経験的に
理解できるであろう．このことから，普段の授業で
チャットなどを通して「話すこと（やり取り）」の能
力を育成しているのであれば，それを評価するため
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のテストでは，スピーチといった「話すこと（発
表）」のタスクを設定するのではなく，「話すこと
（やり取り）」に関わるタスクを用いて評価する必要
がある．しかしながら，話すことの評価を各生徒に
対して個別に行うとなると時間と労力を要するため，
毎回の授業で行っているチャットについては，それ
に関わるパフォーマンス・テストは実施せずに，学
期に１回または年に１回程度しか行わないスピーチ
を話すことの主な評価材料にしているケースはよく
見られる．話すことの「指導と評価の一体化」は，
計画性を持って意図的に指導と評価を設計しないと，
その担保が難しい．
　現行の学習指導要領では，次のように，育成すべ
き３つの資質・能力にそれぞれ対応したものとして
評価のための３観点が設定された．

資質・
能力

知識及
び技能

思考力，判断
力，表現力等

学びに向かう力，
人間性等

↓ ↓ ↓

評価の
観点

知識・
技能

思考・判断・
表現

主体的に学習に
取り組む態度

　この３つの資質・能力および評価の３観点を見据
えた指導と評価については，『「指導と評価の一体
化」のための学習評価に関する参考資料 高等学校 
外国語』（文部科学省 国立教育政策研究所 教育課
程研究センター，2021）にいくつかの事例が掲載さ
れている．ここから事例を１つ取り上げて，ここで
は，話すことの指導と評価の一体化に向けた考え方
を提示する．次の事例は「話すこと（発表）」の領域
のものであり，上記の参考資料で示されているテス
トの指示文および採点の基準は以下のとおりである．

〈テストの指示文〉

自分が住む町について，①よりよくしたいことを
指摘し，②なぜよりよくしたいのか，③そのため
にどのような行動を取りたいかの３点について，
１分程度で話して伝えましょう．準備時間は 10
分です．メモを用意して，必要に応じてメモを参
照しながら話しても構いませんが，原稿を書くこ
とはできません．

〈採点の基準〉
（知識・技能）
a ・ 語彙や表現が適切に使用されている．
・ 聞き手にわかりやすい音声等で話して伝えて
いる．

b ・ 多少の誤りはあるが，理解に支障のない程度
の語彙や表現を使って話して伝えている．

・ 理解に支障のない程度の音声等で話している．
c「b」を満たしていない．

（思考・判断・表現）
a 三つの条件を満たした上で，関連した情報や自
分の考えを詳しく述べて伝えている．

b 三つの条件を満たして話して伝えている．
c「b」を満たしていない．

（主体的に学習に取り組む態度）
a 三つの条件を満たした上で，関連した情報や自
分の考えを詳しく述べて伝えようとしている．

b 三つの条件を満たして話して伝えようとしている．
c「b」を満たしていない．

　このテストでは，指示文の①～③に見られるように
内容に関わる条件が設定されている．ただし，①～
③について，どんな内容をどのように伝えるのがよい
かといった具体的な事柄は生徒自身が考える必要が
ある．その際，どのような状況で誰に向かって何のた
めに「自分が住む町」について伝える必要があるか
というタスクの「目的・場面・状況」が欲しい．先述
した自己紹介の例で見たように，「目的・場面・状況」
がなければ，具体的な内容が定まらないからである．
そこで，この指示文に以下のものを加えてみる．

・ 役場が企画した「より良い町づくりコンテス
ト」でスピーチをすることになった．

・ 外国人の方からも発表があるので，英語で発表
する．

・ 審査員から高い評価を受けた提案については，
予算がついて，役場がその実現に向けて動く．

　こうした「目的・場面・状況」が加わったことで，
このスピーチでは，実現可能性のある提案をする必
要があり，また，多くの人にアピールできるように
工夫をする必要がある．アピールするためには，
「思考・判断・表現」の基準にあるように，関連し
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た情報を話したり，自分の考えを詳しく述べたりす
ることなどが必要になる．このように，伝える内容
を生徒が工夫するような設定を活動やテストに組み
込むことで，「どのような内容を伝えることが適切
か」ということに生徒は意識を向けるようになる．
この内容の適切さが「思考・判断・表現」の評価の
観点に大きく関わる．内容を工夫してそれがしっか
りと伝わるように話せたかどうかを評価するのが
「思考・判断・表現」の観点，そして，工夫を試み
ているかどうかを評価することは「主体的に学習に
取り組む態度」の観点が担うことになる．そして，
使った語彙や表現などの言語材料にフォーカスする
なら「知識・技能」の観点の評価になる．
　このような３観点による評価の枠組みを定めた上で，
パフォーマンス・テストを実施することが大切にな
るが，それ以上に，そのテストに向けてどのような
指導をしてきたかがより大切になる．事前の指導の
中で，類似した発表活動を行った際に，仮に「目
的・場面・状況」が設定されていないタスクを使用
したのであれば，それに応じて伝える内容を工夫し
て考える練習をしていなかったことになる．その場
合は，テストにおいて「思考・判断・表現」の観点
を評価することはできない．また，「知識・技能」の
基準にある「聞き手にわかりやすい音声」で話すこ
とに関して，事前の指導において，どのように話す
ことが聞き手にとってわかりやすいかを指導してい
ない場合は，同様に，テストでの「知識・技能」の
評価の観点に「音声の分かりやすさ」を入れること
はできない．言い換えれば，教師が指導をして生徒
が学習をしていること以外の要素は，テストの際に
評価の対象とすることは避けるべきである．なぜな
ら，それでは「指導と評価の一体化」がなされない
からである．よく見る指導と評価の不一致の例とし
て，文法の誤りへの対応が挙げられる．授業では間
違いを気にしないでたくさん話そうと生徒に指示し
た一方で，テストでは「正確性」の観点が登場する．
これでは「指導と評価の一体化」がなされない．定
期試験のように，ある一定期間の指導がベースにあ
る評価では，「指導と評価の一体化」を担保するよう
にテストの評価の規準を設定することが必須となる．

３．「指導と評価の一体化」を目指した指導例
　先に見た例は「話すこと（発表）」のものであった

が，ここでは「話すこと（やり取り）」の例を取り上
げて，指導と評価の一体化を目指す指導を考える．
取り上げるのは Speaking Gym Standard（津久井・
工藤， 2019）の以下のロールプレイ活動（Unit 3 : 
Activity 9）である．

設定
（Aさ
ん役）

You are on the track team. You and 
your partner were chosen as runners in 
a relay race. Persuade your partner to 
come to practice early in the morning. 
Tell your partner the two things below:
　1）  You want to practice to win the 

important relay race next week.
　2）  Your partner is the fastest runner 

on your team. You need him/her!
You start the conversation.

設定
（Bさ
ん役）

You are on the track team. You and 
your partner were chosen as runners in 
a relay race. Your partner is going to 
ask you to practice early in the morn-
ing.  You should tell your partner the 
following two things.
　1）  You donʼt think you need to come 

to school early in the morning to 
practice.

　2）  You work part-time delivering 
newspapers in the morning.

If you think your partnerʼs suggestion is 
reasonable, you can agree with his/her 
idea.

　この活動に関して，指導と評価の一体化を目指す
ためには，評価タスクを事前に検討する必要がある．
本教材には，Challenge 3という類似タスクを行うペ
ージがあるため，この類似タスク（＝上記の活動のパ
ラレルタスク）を評価タスクとして使うことができる．
もしパラレルタスクが教科書や教材にない場合は，
教師が作成する．この Challenge 3 で設定されてい
るタスクの概略は「Aさんと Bさんは一緒に英語の
プレゼンテーションを行うことになっており，Aさん
が Bさんに一緒に練習することを提案する」という
ものである．Activity 9 のタスクでも Challenge 3
のタスクでも，Aさんには「勧誘，依頼，説得」，B
さんには「断り，妥協，受諾」といった言語機能がそ
れぞれ求められている．従って，Activity 9を指導
する際は，これらの言語機能を果たすための方法に
フォーカスすることが必要になる．例えば，A さ
んの方であれば，Can you come to practice early 
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in the morning?という勧誘に関わる文を言うだけ
ではなく， I really want to win the race. や The 
race next week is the biggest race of the year.
といった自分の思いや客観的事実を述べることで，
より説得力が増すことなどを指導したい．これによ
り，「お願い＋気持ち＋状況」といった話す内容に
関わる要素を学習することができ，これらの要素に
ついて話すという技術は，この活動だけではなく，
先に示した評価タスクでも利用可能なものとなる．
　では，授業で活動を行う際に，このようなストラ
テジーの指導はどのタイミングで行うことが効果的
であろうか．大きく分けて，ペアでタスクに実際に
取り組む前と，一度取り組んだ後の２つのタイミン
グが考えられる．タスクに取り組む前にそのタスク
で必要なストラテジーのトレーニングを行うことで，
タスクではスムーズなやり取りが可能になる．逆に，
タスクに取り組んだ後にストラテジーを教えると，
タスクでの自分のパフォーマンスをふり返ることがで
きるため，そのストラテジーの有用性により気が付く
ことが可能になる．ただ，気が付いただけでは身につ
く段階までにはいかないため，もう一度同じタスクに
取り組む必要がある．いずれのタイミングにおいても，
そのタスクのパフォーマンスを向上させることだけ
ではなく，テストタスクなどのパラレルタスクにお
いても対応できる汎用性のある力を育成することを
念頭において指導を行うことがポイントとなる．
　そして，テストタスクの評価においては，このス
トラテジーの使用により達成できることを観点に組
み込むことにより，指導と評価の一体化の実現が可
能になる．先に取り上げた Speaking Gym Stan-
dard のパラレルタスクの Challenge 3 では自己評
価のためのツールとして次のものが掲載されている．

３
相手が折り合えるように提案を変えるなどして
説得することができていた．

２ 状況を伝えて何とか説得することができていた．

１ 状況は伝えたが説得することができていなかった．

　この自己評価では，お願いや説得に関わる英文を
話すだけではなく，説得に応じてもらうために，状
況を詳しく伝えることなどが組み込まれている．従
って，「お願い＋気持ち＋状況」について話すとい
うストラテジーを学習した上であれば，指導と評価

の一体化が保たれる．このように，学習タスクとそ
のパラレルな位置づけになる評価タスクを設定して，
指導のポイントと評価のポイントを合わせることに
よって，学習したことを汎用的に使える能力が身に
つくことに繫がる．

４．生成 AI 時代のスピーキング指導
　昨今，生成 AIの登場により様々な学習に影響が
出つつある．生成 AIのツールに音声機能を追加す
ることなどで，かなり自然な英会話の練習もできる
ようになった．授業中に生徒が生成 AIにアクセス
して個別に練習することは今後増えていくだろう．
しかしながら，生徒たちのこれまでの学習成果や教
科書の内容など，教師であれば把握している事柄は
生成 AIはデータとして持っていない．また，人間
と違って，生成 AI自体に考えや好みなどがあるわ
けではない（指示を出せばそれを装ってはくれるが）
ため，真の意味でこちらに共感してくれたり，否定
してくれたりすることはない．さらに，これまで述
べてきたような「指導と評価の一体化」を目指しな
がら，生成 AIが生徒の会話の相手をしてくれるこ
とは，よほどうまい指示（ChatGPT であればプロ
ンプト）を設定しない限りは難しい．１つのパラレ
ルタスクを作成したり，音声認識機能を使ってある
生徒の１つのパフォーマンスの採点をしてくれるこ
とは生成 AIに頼ってもよいが，様々な要因を考慮
しながら，指導と評価の一体化を目指すことは，教
師の方が得意であり，また，そこに教師の存在価値
があると言える．授業で話す活動に取り組んで，そ
こで必要な技術を学ぶことで，テストでもよいパフ
ォーマンスが発揮でき，そして，話すことの汎用的
な能力が身につくことを生徒が実感する指導を行っ
ていくことが大切である．

参考文献
津久井貴之・工藤洋路（2019）． Speaking Gym 

Standard. 数研出版．
文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究セン
ター（2021）．『「指導と評価の一体化」のための
学習評価に関する参考資料 高等学校 外国語』東
洋館出版社．

 （玉川大学 教授）

4


